
グリロボ AS-1 オプション

歯 車 生 成 プ ロ グ ラ ム

説 明 書

２版 2011.10.28

本ソフトウェアは立体グリグリで歯車を製作するためのものです。

立体グリグリを使わずにソフトウェアで歯型データを作成することでインボ

リュート歯型の歯車を作ることができます。

このデータを立体グリグリで読み込んで加工を追加することも可能です。

他にもプログラミングすることで実現できる形状があると思います。

立体グリグリとグリロボの展開としてご提案があれば是非お聞かせくださ

い。
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＜歯車生成プログラムとは＞

このプログラムはグリロボで加工する立体グリグリ歯車データを生成するためのものです。

「モジュール」と「歯数」の２つを指定するだけで歯車のデータが生成できます。

グリロボの最大加工サイズに合わせて、以下のサイズの歯車が製作可能です。

モジュール ２の場合 歯数 ８～３２歯

３の場合 歯数 ８～２０歯

４の場合 歯数 ８～１５歯
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＜インストール＞

CD-ROM 中の GuriGear.exe を適当なホルダに移動させてください。

プログラムの動作には Microsoft ．NETFramework2.0 以上が必要ですが WINDOWS にあらかじめ含まれ

ている場合がほとんどです。もしインストールを要求された場合は、グリロボ CD 内の Microsoft .NET

Framework 3.5 ホルダ内の dotnetfx35.exe をダブルクリックしてインストールしてください。

グリロボで加工するにあたって、旧バージョンのグリロボ CTL ソフトをご使用の方は Ver2.0.1.2 にアップデ

ートが必要です。 グリロボ CTL ソフトのバージョンを確認するにはグリロボ CTL ソフトを起動して

オプション ＞ バージョン情報 をクリックします。

「オプション」をクリックします。

「バージョン情報」をクリックしま

す。

バージョンを確認します。

古いバージョンをお使いの方は、グリロボ AS-1_V2 アンインストールした後、CD-ROM 内の新しいバー

ジョンをインストールしてください。

スタートメニューより

「コントロールパネル」を選択します。
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「プログラムのアンイン

ストール」 を選択しま

す。

一 覧 か ら 「 グ リ ロボ

AS-1_V2」 を選択し

て

「アンインストールと

変更」 をクリックしま

す。

アンインストールが完了するとメッセージが表示されます。

グリロボ AS-1 のインストール資料を参考に新しいバージョンのインストールを行ってください。
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＜歯車の作成方法＞

1. 歯車生成 Guri-Gear を起動します。

2. 起動画面です。

3. モジュールを指定します。モジュールは歯の大きさを表す数値です。大きいほど歯も大きくなります。

また、歯車がかみ合うためにはふたつの歯車のモジュールは同じでないといけません。
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4. 歯数を入力します。

歯数は最低８歯です。

モジュールと歯数より、歯車の外径を自動で計算します。

加工範囲を超えた場合は、「歯車外径がグリロボ加工範囲を超えています。」 のメッセージが表示され

ます。 同じ歯数でも、モジュールが大きいと外径も大きくなります。
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5. モジュールと歯数が決まったら、「歯車生成」ボタンを押します。

歯車データが下側のウインドウに表示されます。
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6. 「ファイル出力」ボタンを押して立体グリグリデータを出力します。

ファイル名をつけて保存し

ます。

ファイルの保存が完了するとメッセージが表示されます。

以上で、歯車データの生成と出力が完了しました。
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（参考） 立体グリグリで、歯車のデータを見ることができます。

読み込んだ直後です。

正面から見たところです。
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7. グリロボで加工を始めます。

8. グリロボを起動します。

9. ファイルを開きます
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ファイルを選んで

開く をクリックします。

10. 加工の設定を変えます。

加工設定ボタン
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11. 加工設定画面です。

スライダーをマウスで動かすか、

をクリックすると、

値が変わります。

12. ヒーター電力を下げ、登録します。

ヒーター電力を 35％にします。

登録します。

はい をクリックします。

13. オフセット量を変更します。

オフセット量の窓に

１ を入力します。
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14. 材料をセットします。

15. ヒーター電力とオフセット量が変更されている事を確認します。

オフセット１ｍｍ

ヒーター電力 35％
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16. 装置のまわりの安全を確認して、加工開始ボタンを押します。

確認のメッセージが表示されます。

はい をクリックします。

17. 加工が始まります。
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18. 加工が終了したら、完成した歯車を取り外します。

19. 仕上げのバリ取りを行います。

軸穴は下穴を基準にして必要なサイズに加工してください。
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20. 中心距離の求め方

上の絵のように、噛み合うふたつの歯車は基準円が接する状態で回転します。

歯車の中心間距離はおのおのの歯車の基準円半径を足したものになります。

歯車 A 基準円半径 ＋ 歯車 B 基準円半径 ＝ 中心間距離


